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は じめ に一 パ オ ロ ・デ ィア コ ノとの 出会 い と当時の情況

前 々回,前 回 とアデ ルペ ルガにつ いて論述 して きま したが,本 稿 で はべ ネヴ

ェ ン トに移動 してか ら,ア レーキ2世 と結婚 したあ との彼 女 の生 き様 につ いて

論述 してい くこ とを主眼 に置 きなが ら,考 えてみたい と思 い ます 。

題名 に使用 した 「小 ロ ンゴバル ド王国」 とは,い わゆる北 イタ リア,現 在 の

ロ ンバ ルデ ィア州 を中心 とした地域 に築 いて い たロ ンゴバ ル ド王 国 とは異 な

り,南 イ タリア,現 在 の カ ンパー ニア州 を中心 とした地域 に築 かれた,ロ ンゴ

バ ル ド王 国の血筋 を引 くとされ る王 国,ベ ネヴェ ン ト公 国の こ とを指 してい ま

す。 因み に,こ の場 合北 イ タリアで形 成 され た王 国 を 「大 ロ ンゴバ ル ド王 国」

と呼称 し,一 応 の区別 を してい ます。

いず れ に して も,歴 史上 はゲ ルマ ン民族大移 動 の時期 にあ た り,ロ ーマ帝国

没 落後の混沌 と した状 態 に ヨー ロッパ社 会が あった とい うこ とを念頭 に入 れ て

お くこ とは当然 の こ とですが,そ の中で もローマ帝 国の中心 としての イ タリア

半 島 はさ まざまな民 族が侵入,闊 入 して くる状況 にあ った とい うこ とは止 むべ

か らざる情況 だ った のではないで しょうか。 その地がその 当時の 「世 界」 の中

心 として見 られてい たか らです。 ローマ帝 国後 の秩序 を どの ように回復 してい

くのかが ヨー ロ ッパ各地 で見 定め られ ようと して いた時期 です。人 身掌握術 に
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長 けた為 政者,あ るい は行政組織が どう出現す るのか を庶 民 は待 ち望 んで きた

のか もしれ ませ ん。

この ような社会情 況の 中で,ア デルペ ルガは どの ようにア レーキ2世 の統 治

に貢献 していたのか を根底 に置 きなが ら,考 えてみたい と思 い ます。前稿 で も

ベ ネヴェ ン ト時代 の初期 につ いて,そ の一部 を述べ て きま したが,そ の中で 当

初 はか な りの文化 の違 いに カルチ ャー ・シ ョックに も似 た ノス タル ジァを大 ロ

ンゴバ ル ド王国時代 に持 ってい た ことを述べ て きました。 それか ら,彼 女 は ど

の ように気 持 ちを切 り替 え,南 イ タリアでの生活 に適応 してい ったの か,家 族

との別 離の 中で どの ように自立 してい ったのか,と い った こ とを推敲 してい き

たい と考 えてい ます 。 もっ とも彼女 を支 えたのは,幼 少期 か ら蓄 えて きた教養

の程 度 に大 きな鍵が 隠 され てい る可 能性 が あ ります。 その一例が 当時の文化 人

の中で も高名 だ ったパ オロ ・デ ィアコノ との出会 いで した。彼 の教 えは,彼 女

の中 で しっか りと根 を下 ろ し,不 毛の南 イ タ リアにロ ンゴバ ル ドの文化 を根 づ

かせ てい きま した。

そ んな中で,彼 女 に悲惨 な出来事が届 き,こ のパ オロ ・デ ィアコノ との関係

にひびが入 って きま した。そ れは,北 イ タリアで の出来事 です。 ブ リウ リ地方

で の内紛 です。 シャル ルマー ニュは ロ ンゴバ ル ドの諸族 長 にそ れな りの信頼 を

してお り,伝 統 を保持す るこ とに寛大 で した。 それ をいい こ とに したのでは な

いで しよ うが,ラ ッツ ィス とアス トル フ ォとの 問で,そ れは勃発 して きま した。

その内紛 は ブリウ リ地方 だけでな く,近 隣の ヴェネ ト地方 に も大 きな影響 を与

えてい きま した。それ は775年 か ら776年 にかけて,デ ジデ ー リオの子 息 アデ ル

キ,ブ リウリの公爵 ラ ドグ ァー トそ してベ ネヴェ ン トの ア レーキ,ス ポ レー ト

の イルデブ ラ ン ドの 間で主導権 争 いへ と拡大 してい きま した。 その さいに,パ

オ ロ ・デ ィア コノの息子 ア リキス も,ベ ネ ヴェ ン ト公 国の助 け を借 りなが ら,

チ ヴィダー レのジ グ ァル ドとともにその渦 中にい ました。 そ して ブ リウリ,ト

レヴィー ゾや ヴ ィチ ェ ンツ ァの他 の公爵 たち もその中にお り,フ ラ ンク王国か

ら自由 自立 を享受 す る方 向で結合 してい きま した。 しか し,そ れは先見 の明の

あ る戦 いであ る とは考 え られ ませ ん。 当然,シ ャルルマ ーニュ側 か らは寛大 さ
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よ りも厳 罰 性 が 見 え て くる よ うに な りま した 。ブ リ ウ リの 貴 族 た ち は弾 圧 され,

ア リキ ス も捕 え られ,捕 虜 と して フラ ンス に連行 され て し まい ま した。

この よ う な情 況 が イ タ リ ア北 東 部 で 起 こ って い ま した。 パ オ ロ ・デ ィア コ ノ

は,そ の 不 運 と苦 悩 の 中 で,モ ンテ カ ッシ ー ノ に避 難 し,そ こ で僧 職 に就 き,

彼 の学 生 で あ っ た ア デ ル ペ ル ガ との別 離 に,情 況 の 厳 し さ を見 て 取 っ て い ま し

た。 ア デ ル ペ ル ガだ け で な く,彼 女 の 関係 者,す な わ ち ロ ン ゴバ ル ド族 の救 世

主 と見 倣 さ れ て い た ア レー キ2世 や 彼 らの 子 息 た ち(ロ ム ア ル ドRomualdo,

グ リモ ア ル ドGrimoaldo,ア デ ル ジ ー ザAdelgisa,テ オ デ ラ ー ダTeoderada,

そ して ア ラ ヒスAlahis)に 愛 情 を注 ぎ込 み,さ ま ざ ま な学 問 を授 け て き ま した

し,ア デ ル ペ ル ガ 自身 に も彼 の指 導 や 支 援二を欠 かす こ との な か っ た 生 活1)か

ら離 れ る辛 さ を身 を もっ て経 験 す る こ とに な りま した。 彼 の 唯 一 の 慰 め は,こ

こ で僧 職 に入 り,王 国 の没 落 と と もに繁 栄 の 落 日を見 つ め て い た 老 王 ラ ッ ツ ィ

ス との 出会 い で した。 こん な 中で,パ オ ロ ・デ ィア コノ は,彼 の 傑作 で あ るだ

け で な く,中 世 ラ テ ン世 界 の 主 要 作 品 に もな っ た 『ロ ン ゴバ ル ド史Historia

Langobardorum』 を書 き上 げ,人 々の あ らゆ る声 を吸 収 して い くこ と に奮 闘

して い ま した 。

いず れ に して も,彼 が 南 イ タ リアか ら出発 して か らの ち,ベ ネ ヴ ェ ン ト公 国

は,シ ャル ルマ ー ニ ュや ア ドリ アー ノ1世 と対 立 しなが ら も,ロ ン ゴバ ル ドの系

統 の再 生 と修 復 に砕 心 し ま した 。例 え ば,ア レー キ2世 は 高 品 質 な 貨 幣 鋳 造2)

に至 る まで,自 主 独 立 の精 神 を体 現 して い ま した 。 そ ん な彼 の 気 持 ちの 中 に,

地 中海 沿 岸 地域 へ の 伸 張 が芽 生 え,そ の 白羽 の 矢 が 地 理 的 に も以 前 か ら関心 を

寄 せ て い た サ レル ノへ の 関心 に な って 出 て き ま した 。 そ の 関心 が この 時 期 に大

き くな っ て きた の も事 実 です 。 以 前 か ら,彼 は アデ ル ペ ル ガ と と もに,よ くサ

レル ノ に や っ て きて い ま した。 そ して そ の 町 の東 西 に位 置 す る 海岸 線 に魅 せ ら

れ て い き ま した 。 い ず れ に して も,ア デ ルペ ル ガ に とって は,そ の 海 岸 線 は シ

ル ミオ ー ネ で過 ご した幼 少 期 か らの エ デ ンの 園 に も似 た心 休 ま る場 所 に も似 て

い た こ とは容 易 に理 解 で き ます3)。 そ の 海 岸 線 に彼 女 が 学 ん で い た ウ ェ ル ギ リ

ウス 風 の何 か を見 て い た こ と も考 え られ ます 。 そ の神 秘 的 で風 光 明媚 な岬 や運
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命 の地へ とアエ ネイスが探訪 の旅 を行 なっていた中の情 況 を想起 させ るような

海岸 線 に張 り出 した岩場 はそれ を彷彿 とさせ るもので した。 この古典 的な幻想

と彼女 の中 に去 来 した記憶 との往 来 は,彼 女 の心の中 にサ レルノ とい う土地 に

特 殊 な感 覚 を与 えてい くこ とにな りま した。 そ うこ うす る うちに,774年 に,

疫病の流行 か らこの地 に居住 地 を移動す るこ とにな りました。

サ レル ノは,635年 まで ビザ ンツ帝 国の 中に とどまって い ま したが,平 穏 な

うち にロ ンゴバ ル ドの支配下 に入 ってい きま した。 それは僧 職 にあ ったガ ウデ

ィオー ゾGaudiosoの 振 る舞 い に よる ところが 大 き く,奇 跡 的 に もサ レル ノの

人 々 とサ ムニ ウムの人 々 との 間の平穏 な うちの 出会いが設 定 されてい ま した。

いず れ に して も,サ レル ノは人 口の面 で も勢力 の面で もか なわ なか ったので,

ベ ネヴェ ン トの ロ ンゴバ ル ドの勢力 に従 わ ざる をえなか った とい うのが現 実 だ

ったので しょう。ベ ネ ヴェ ン トの勢 いは,そ の後 ノチ ェー ラや ロー タにまで伸

張 してい きま した。 そ こでナ ポ リの勢力 と直面す る ことに な りま した。 ナポ リ

を越 えるこ とはで きなか った(595-641年)の で,サ レル ノ獲得 で海へ の出口

を得 た こ とに満足 す るこ とに とどま りま した。 当初 はサ レルノを獲得 しただ け

で,そ の地 の開発 はア レーキ2世 の事 業 を待 たなけれ ば な りませ んで した4)。

この流れ の中で,ベ ネヴェ ン トに聖 ソフ ィア寺 院が建 立 され,サ レルノに も華

美壮 麗 な建物 を建 立請願 してい ま した。 これ こそが ビザ ンツ皇帝ユ ステ ィニ ア

ヌス の模倣 にほか な りませ んで した。

以下 当稿 で は,こ の ような当時 の情況 を念頭 に置 きなが ら,ア デ ルペ ルガの

政治 的社 会的 な立場,そ してベ ネ ヴェ ン ト公 国,す なわ ち小 ロ ンゴバ ル ド王 国

での役 割 を考 えてみたい と思 い ます。

1.小 ロ ン ゴバ ル ド王 国 の救 世 主 ア レー キ

ア レー キ は,780年 にナ ポ リ と ビザ ン ツ との 同盟 を強 化 す る一 方 で,シ ャ ル

ルマ ー ニ ュか らロ ー マ ・カ トリ ック教 会 に奉 献 され てい た テ ッラチ ー ナ を 占領

し ま した。 そ して781年 に は,サ レル ノ を強 固 な 要 塞 に した の ち,ナ ポ リ公 国

や ア マ ル フ ィ人 と再 び事 を構 え る よ う に な りま した。 そ の 頃,従 弟 の ア デ ル キ
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は,彼 との連絡 を密 に しなが ら,父 の玉座 を回復 しようと機 を覗 ってい ま した。

そんな中,ア ドリアー ノ[ハ ドリアヌス]1世 は声 高 に,二 つ のロ ンゴバ ル

ド国家 に脅威 を感 じつつ,サ ク ソ ン族 や ブル ターニ ュ人 に対 す る戦 いで勝利 を

収 めて いた シャル ルマ ー ニ ュが786年 にア レー キ に対 す る軍事 遠征 を計 画 し,

厳冬 の 中アルプス を越 えて きた こ とに注 目 してい ま した。彼 は意識 的 にローマ

に逗留 しま した。そ こで,彼 はア レー キの長子 ロム アル ドと遙遁 しました。 長

子 は非常 に知 的で,繊 細 な教養 を もつ青年 で,た くさんの贈物 を携 えて きま し

た。 しか し,教 皇や その取 り巻 き連 中,フ ラ ンク族 の長 た ちは,一 度 ア レーキ

に対峙 していた軍 団派遣 員た ちの方へ それ を もって行 くように促 しました。そ

れで,ロ ムアル ドはその雰囲気 を感 じ取 りつつ,家 族全 員や廷 臣たち を引 き連

れてサ レルノで身 を守 るべ く,赴 いてい きました。 そ して ナポ リ人 と和 平 を結

び,リ ブ リア地方6)を 譲渡 しま した。 しか し,シ ャル ルマ ーニ ュは行軍 中,

カプアの蜂起 団 に よって捕 え られ,そ の地 を放棄 せ ざる をえな くな りま した。

他 方,ア レーキは急 いで,カ プア に長子 ロムアル ドを派遣 しま した。長子が 第

二子 グ リモアル ドに取 って代 わ り,人 質補 囚中の シャルルマーニ ュ とす ぐに和

平交渉 に入 りま した。 シャルルマ ーニュは,グ リモアル ドと廷 臣12名 を連 れ帰

る ことでその交渉 を受諾 しま した。 この地域 の覇者 であるア レー キが忠誠心 を

もつ こ とを,ロ ムアル ドを通 して誓約 させ る と,フ ランスへ の帰途 につ き,捕

虜 を彼 とと もに南 フ ランスのエ クス に連 れて行 きま した。 こ う考 えて くる と,

次 の二つの こ とが その理 由 として挙 げ られ ます。一点 目 として,シ ャル ルマー

ニ ュに とって は,こ の南 イ タリアの地域 はまだ彼 の王国の中で主要 な地域 には

入 ってい なか った とい うこ とが は っ きりして きます。 そ して二点 目には,教 皇

ア ドリアーノ1世 の権力が過 度 に強力 にな らないため にそ の対抗措 置 としての

南 イ タリアの勢力 に注 目 していたので はないか とも考 え られ ます。この ように,

南 イ タリアが当時 の地 中海世界 の 中で どの ような価 値 を もっていたのかが 明 白

になる と思 い ます。古代 において,ギ リシア人が植 民 して築 いて きたマ グナ ・

グ ラエ キアの繁栄 を考 えれば,隔 世の感が あ ります。古代 末期 か らそ の地の歴

史的 な地位 は大 き く変化 した こ とを示 して い る とい って も過言 で は あ りませ
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ん。

ア レーキは ここで もまた,そ の人民 を救 い,そ してサ レルノの成育事 業 を継

続 す るこ とが で きま した。彼 はべ ネヴ ェ ン トの王 として称号 を もちなが らも,

サ レル ノを自 らの拠点 と して望 んでい ま した。それ には以下の ような理 由が考

え られ ます 。サ レル ノは長 ら くビザ ンッ領 に留 まってお り,さ らにはそ の地理 的

な位置 に恵 まれ てお り,なお かつ古 典的 な伝統 に忠実 な地域 で,ユ ステ ィニアヌ

ス帝の栄誉 を称 える王 国の ため には全 く適 した場所 で あった と思 わ れ ます7)。

その歴 史的地理 的 な条件,そ の うえにサ レルノの風 土か ら醸成 されて きた入 間

的性格 の基盤 が大 きな影響 を与 えてい た こ とは不 思議 な こ とではあ りませ ん。

その地理 的条件 の 中には,当 然 なが ら,サ レル ノの港が 当時のプー リア地方 の

港 に比べ て戦 略的 に重要 で有利 で あった とい うこ とも含 まれてい ます。

さて,パ オ ロ ・デ ィア コノの フラ ンスか らの帰還が シ ャルルマー ニュ とア レ

ーキ との和 平行動 に少 なか らず影響 を与 えていたのでは ないか と考 える節 もあ

ります。彼 は,782年 に,シ ャルルマ ーニュ に頒 詩 を残 してい ます。 その直後,

個 人的 にフラ ンス に赴 き,フ ランス宮廷 で熱烈 に歓迎 を受 け ま した。 ここです

ぐに,文 化活動 の一翼 を担 うようにな りました。 そ して ヨーク出身の高潔 なア

ルク ィー ノ を除い て,当 時の優 れた作 家 の一人 として有名 にな りま した。 フ ラ

ンスで著述 した作 品の中に,彼 の名 を不動 の もの に した 『業績録 』が含 まれ て

い ます。 こ うしたデ ィアコノの動 きが シャルルマー ニュ とア レー キ との 関係 に

多大 な影響 を及 ぼ していた と考 え られ ます。786年 にデ ィア コノが フラ ンスか

ら帰還す るこ とで和平へ の話が急速 に進展 を見 たの ではないか,と い う穿 った

見 方 もあ ります。 しか しなが ら,そ こにはグ リモアル ドを引 き渡す とい う条件

が あ り,そ の こ とが ア レー キを ロ ンゴバ ル ドと結 びつけ るアデルペ ル ガに どの

ような犠 牲 を強いたの で しょうか。ただ,こ の点 ははっ き りとは してい ませ ん。

もしも『サ レルノ年代 記』に出て くる二 人の蓬 遁の対話が この機会 に適合す る

ものであ るな らば アデ ルペ ルガの振 る舞い は巧 みな もの として 出て きます8)。

そ れ は以下 の ような文言 です。 す なわ ち,「 パ オ ロは今 は亡 き故 人 の娘 の もと

に戻 って きて,謙 遜 しなが ら語 って平 伏 した。 『汝 の最 も敬度 な両 親か ら取 り
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上 げ られたが,主 は私 を息子 たちか ら取 り上げ なか った… この言葉 に最愛 の女

王 は感涙 した』」 とあ ります。恐 ら く,シ ャル ルマ ーニ ュが ロ ンゴバ ル ド王 国

を侵 略す る と公言 した こ とは,ベ ネ ヴェ ン トの王族 とと もにデ ィア コノの周知

の緻密 さか らだ けで はな く,フ ランク王 国の使 節 団が ア レーキの精神的 な才 能,

素晴 らしい友好 関係力,彼 の従 者た ちの華美壮麗 さ,人 物 と しての栄誉 に言及

しなが ら,驚 愕 天地 の知 らせ か ら左 右 され るもので した9)。 その一方,確 か に

そ の壮 麗 な大理石 をふ んだ んに使 用 した宮廷 に も幻惑 され てい たので し ょう。

その さまざまに華美装飾 された部屋か ら部屋 を通 りなが ら,玉 座 に まで達 して

い きま した。 そ こは王 と王 妃 の寝 室 を も兼備 した もの で した10)。 さ らに は,

『サ レルノ年代 記』 に,そ の宮殿 の地下 で金 の偶像 が発 見 され,そ の偶像 とデ

ィアコノの文節 が側 壁 を装飾 していた と続 けてい ます11)。

787年7月21日,知 勇 兼備 の ロムアル ドは,シ ャルル マーニ ュに人質捕 囚 さ

れ ていた弟 グ リモ アル ドに支 え られて いたのですが,体 調 を崩 し亡 くな りま し

た。 その年 の8月26日 には ア レーキが急逝 しま した。 ア レーキの亡骸 は,き れ

い に洗 われ,香 しき匂 い を施 され,壮 麗 に整 え られ,聖 マ リア ・ジェニ トリー

チ ェに奉納 され たサ レル ノの聖堂 の真紅色 に美 し く装 われた棺 台 に収 め られ ま

した。 その葬送 に当た って は,ベ ネヴェ ン ト,カ プア,サ レルノの領土 か ら小

ロ ンゴバ ル ドの代 表者 た ちはその高貴 な亡骸 を丁重 に敬 い にや って きま した。

しか しなが ら,イ タリア半 島の さまざまな地域 か らもその葬送の ためにや って

きま した。 また,敵 方 です ら,そ の偉 大 さに敬意 を表 してお り,そ の時代の偉

大 な人物 の うちで も第一位 に置 かれ る人物 だ と見倣 されて い ました。 また,偉

大 な君主 に して,正 義感 に溢 れ,当 地 には無比 の主人 を亡 くした庶 民 も恭 しい

敬 意 を彼 の亡骸 に表 しま した。サ レルノの庶民 に とって は,そ の地の権 力 を高

め た創始者 で した。そ して恐 らく,そ の葬送儀 式 は,パ オロ ・デ ィア コノ以 下

モ ンテ カ ッシー ノの僧 院の僧 たち に よって公式 に執 り行 なわれ たで し ょう12)。

で は,そ ん な中で,ア デルペル ガはいったい どの よ うな感情 の起伏 を もってい

たので しょうか。 その情況の一例 をメモ リ ・アピチェ ッラ女 史の説 明か ら生 々

しく振 り返 ってお きたい と思い ます。
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「芳香 と亡骸 との 間で,ア デルペ ルガは言葉 以上 に悲壮 感 を漂 わせ,遠 くに

去 っていった息子 の もとに,死 とい う残酷 な別離 にあった息子 の もとに,そ し

て人 々の深 い悲 しみ の中に置かれ た花婿 の もとに赴 きました。 ア レー キは,若

くして逝 って しまった夫 であ り,父 親 と して もとて も情 け深 い父親であ り,政

治家 と して も才能 に長 けて いた人物 で した。聖堂 での葬送儀 式の最後 に,彼 女

は精 も根 も尽 き果 てて しまい ま した。絶 望の淵 に立 って,宮 廷 の部屋 か ら部屋

へ と一 人で 回想 に耽 りた くな り,デ ィアコノに教示 された文 言 を読 み直 したか

ったので しょう。そ してバ ル コニーに姿 を見せ た ときは,ほ とん ど日没 で した。

その消 え入 る寸前 の太陽 は,い つ も以上 に赤 く,涙 に くれ た瞼 を盲 目にす るほ

どで,目 の前 の海,沿 岸,空 を眺め なが ら,自 らの少女時代 の端 々が走 馬燈の

よ うに巡 って きま した。 それ と同時 に,彼 女 は安全 で幸福 だった この地 を愛 し

て いる ことを じわ じわ と感 じて きました。しか し,夕 闇が迫 って くる とともに,

気持 ちの騎 りが 強い精神 その もの さえ もうす らぼ んや りとさせ てい きま した。

ただ,気 を失 うまで には至 りませ んで した。ただ,将 来,す なわち家族 の将来,

人々の将 来,こ の第二 の故 郷サ レル ノの将来 を前 に して,荘 然 自失す る くらい

の驚愕 が 目 くらま しの よ うに巡 って きま した。 そ して,両 腕 にアデル ジーザ と

テオデ ラーダの二 人の娘 を きつ く抱 きしめ,冷 た く悲 しい婚姻の 中で常 々子供

た ちを同伴 してい ま した。 そんな中で,ほ とん ど奇跡 とも思 えるほ どに,彼 女

に は激 し く血が煮 えた ぎ り,す ぐに将来 に山積す る問題 を解決すべ く,聖 リベ

ラ トー レの山頂 に隠遁す る ことを告 げ ました」13),と い うふ うに描写 して いま

す。 ともか く,一 つ の国家 を統 治す る ことの重圧 に,い か に耐 えてい くのかが

大切 な ことだ った ことは事実 で しょうし,そ れ を乗 り越 えない限 り人 々の上 に

立つ こ とはむずか しい ものだ った こ とは理解 で きます。そ こには,王 国の統 治,

外 国 との折衝,サ レル ノ医学 学校 の体 制 な どが含 まれていた こ とで しょう。

さて,こ こで もう一つ,デ ・レンツィの文言 を簡潔 に引用 してお きたい と思

い ます。 ア レーキが抱 いたサ レル ノ医学学校 の構想 についての ものです。彼 は

「物惜 しみ な ど全 くない王 は,公 的に も法 に も医学学校 に帰 した最初 の人物 だ

った。す なわち,そ の学校 に特権 を持 たせ,宮 廷 の中にその学校事務所 を設け
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14)
。 この医学学校 の命運 は,の ち にサ レルノの地 中させ た」 と確 言 してい ます

海世界 での立場 を確 固た る もの にす るだけの価 値が あ りま した。 これが のちの

ち までサ レルノの息 吹 を鼓舞で きる唯一 の道 だったのか もしれ ませ ん。

で は,ア デルペ ル ガは彼 の死 後,ど の ように対処 してい ったので し ょうか。

彼女 は彼 の重層 的 な考 えに続 いて,眠 りが彼女 に安心 を もた らさない情 況の 中

で,眠 れ ない非常 に高ぶ った夜 を過 ご した こ とで しょう。そ してそ の翌 日に,

行動あ るのみでは ないか とい う結論 に達 した可 能性 が高 い と思 われ ます。 もう

デ ィア コノは出発 しましたが,彼 はその さい に今一度彼女 に これか らの行動 に

つ いての刺激 を与 えていった こ とで しょう。 アク ィスグ ラーナ(現 在 のアーヘ

ン)で 皮相 的 には傷心 の 日々を送 っていた グ リモ アル ドは,シ ャルルマ ーニ ュ

に囚われの身で したが,南 イ タリアへ の帰 還 をにお わせ られてい ました。 アデ

ルペ ル ガはその息子 について も考 えなければ な りませ んで した。

2.ア レーキの葬 送 とア デルペ ルガの孤独

ア レーキは ともか く,758年 か ら787年 まで の29年 と6ヶ 月 にわた って治世 を

行 ない,ア デルペル ガ との間 にロム アル ド,グ リモ アル ド,ジ ジフ ォ,ア デル

ジーザ,テ オデ ラー ダの三男二 女 に恵 まれ ま した。そ して,こ の長い治世 の間

に,南 イ タリアの地 中海 にお ける立場 を明確 に してい きま した。その治世 を実

際 に後継 したのが アデルペル ガで した。 この二人の治世が サ レル ノの基盤 を築

いた とい って も過言 ではあ りませ ん。 それ は単 なるサ レル ノの地理 的な位置 だ

けで はな く,そ の地 にアデ ルペ ルガが北 イタ リアで の生活 を二重写 しで きた こ

とが大 きな影響 を与 えていた といえるで しょう。 アデルペ ルガに尽 くした ア レ

ーキ も立派で したが
,結 果的 にはそれに応 えたアデルペル ガ も人 間 と して光彩

を放 ってい ます 。そ してその ような教 育 を受 けていた アデ ルペ ルガー 族の教 養

豊か な部分 は この中世初期 にあって特 質 される ところで はないで しょうか。

敬慶 なアデルペ ルガに とって,自 然の兆候 が大 きな予兆 にな るこ とは普通 に

受 け入 れ られて きたこ とで した。宗教 上 の祈 り,黙 想,静 寂 は,彼 女の心 を静

め,気 持 ち を回復 させ,彼 女 の意志 を強固 に させ た ことは事実 で し ょう。また,
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日常 的 に聖職者 と出会 うこ とは,彼 女 の精神 性 をさらに強固 してい った ことで

し ょう。その彼女 の もつ敬 慶 さと医学へ の 関心が聖職 者 を通 して結 びつ きま し

た。す なわち,教 養 豊か な コズモCosmo神 父 は,医 術 に秀 でてお り,薬 草 や薬

用療 法の専 門家 で もあ りま した。彼 の広大 な菜 園は,岩 場 を切 り拓 き,小 さな

階段状 台地 を幾重 に も配置 してお り,傾 斜 地 に沿 って下 に降 りてい き,そ れぞ

れ に変化 をつ けた植 物や貴重 な花 々で満 ちてい ま した。過敏 な芳香植物 はここ

で栽培 され,そ の香 りが 山頂 か らの一 陣の風 によって もた らされ,そ の風 の一

吹 きが切 り崩 した斜 面 を滑 ってい きま した。岩場 か ら健康 に よい植 物が 出て く

る ことは よ く知 られてい ま した。 そ してそれ は と りわけサ レル ノの知識人 に よ

って求め られてい ました。そ んな中で,コ ズモ神父 は薬草採 集の分野で は非常

に まれ な 目利 きので きる人物 で した。 この よ うな神聖 で,健 康 的で,学 問的な

環境 の 中で,ア デ ルペ ル ガは確 か に疲 労 困懲 していた体調 で あった と して も,

内外 の閉塞的 な状 況 に晒 されていた とき,そ してそれが どれ ほ ど厳 しい情 況の

も とにあった と して も,彼 女 に重 責の一切合財 がかか っていたの も周知 の とこ

ろです。 いず れに して も,彼 女 はア レーキの遺 した事 業 をや りきっていか なけ

れ ばな らない使命 があ ったはずです。 ア レーキの高潔 な精神性 は,当 然 の こ と

なが ら彼女 の中で育 まれ続 けてい ました。彼 が蒔い た種 をを彼女 が受 け継い で

耕す とい うこ とにな り,そ の地で生活す る人 々のために も成 し遂げ なければな

らない使 命感 を帯 びてい きま した。聖 リベ ラ トー レか らの下 山に際 して,彼 女

は 自 らが今何 を しなけれ ばな らないのか を再確 認す ることので きる場 をもち ま

した。 そ して まず,デ ィアコ ノに よって奉 じられたア レー キの墓碑 銘 を,モ ン

テ カ ッシーノか ら運んで きて,富 裕 層か ら貧 困層 に至 るまでが参集 していた聖

堂の 中で,デ ィア コノの声 が音楽 の よ うに,そ の句 を詠 じて流 れて きました16)。

デ ィアコノは,そ の泣 き くれ てい る人 々の 中 には,ア プー リア,カ ラブ リア,

ブ ルガ リア,カ ンパ ーニア,ウ ンブ リアの人 々を含 んでい るこ とを認め てい ま

す。 また,そ こには中北部 イタ リアか らの氏族 だけで な く,ド ナ ウ川沿いの領

域 か らや って きた氏族 もい ま した。 ヨー ロ ッパの さまざまな地域 か ら参集 して

きてい ま した。 ここに,ア レーキ とい う人物 の人 とな りの一端 を垣 間見 る こと
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が で きます。

そ してアデルペ ル ガは,そ の群衆 の彼 方 で,愛 と苦悩 の燃 え さか る感情 に よ

って啓発 され,今 まで以上 に美 しく,心 を強 固に してい きま した。彼 女の周 り

には,ま だ若 々 しい娘 たちが い ま した。そ してすで に亡 くなった二 人の息子 た

ちの記憶 か ら不安 に も苛 まれてい ま した。 しか し,そ の背後 には彼 女の もつ信

仰心が支 えていた こ とも事実 で した17)。ここに,彼 女 の孤独 さが見 え隠れ して

い ま した。その孤独 な寂蓼感 を,次 へ のステ ップにす るだけの教養が彼 女 にあ

りま した。 こ こまで育 んで きた人生経験 を,こ れ か らの治世 の 中で発揮 して い

きま した。

サ レル ノ とい う町 に とって も,恐 ら くは この故 人の 意志 を表現 す るため に,

彼 の亡骸 を保存 す る こ とは非常 な栄誉 で した。 それ は787年 の9月 末の こ とで

した。 アデルペ ル ガは もう今 では普 通の こ ととな ってい た悲壮感 で もって,デ

ィア コノのモ ンテ カ ッシー ノへ の出発 を見送 りま した。 ともか く,デ ィァ コノ

は,こ の偉大 な王が ヨー ロッパ のあ らゆる ところで,そ して教会 で歌 われ る賛

美歌で有名 になってい った こ と,そ してそれが彼 女や彼女 ののちの運命 を考慮

す るだけで な く,モ ンテ カ ッシー ノで叙述 し始 めて いた歴 史 とともにロ ンゴバ

ル ド族 を不 滅の もの と して取 り扱 ってい くことを勇気づ けてい ま した。 そのデ

ィア コノの配慮で,心 の うちには分別 さと賢明 さに基づ いた今 までの あ らゆ る

助言や忠告 の類 いを含 んで,治 世 を担 当す る女王 の義務 を 自らに吸収 す るよ う

に勇敢 に準備 し始 め ま した。 こう した彼 女 の政治 のおかげで,ま た彼 女の外交

努 力 のおか げで,788年1月22日 に,カ プァの人 々か ら長老 グ レゴ リオ を長 と

す る分離 脱退 の企 てが生 じま したが,そ れ を水泡 に帰す こ とがで きま した18)。

ここで,彼 女 の外交 努力 の一例 を挙 げてお きま しょう。 同盟 を 申 し出た フラ ン

ク王 国や ビザ ンツ帝 国の外交使節 団 を受 け入 れ ま したが,息 子 グ リモ アル ドの

摂 政 として単独 で王 国を統治 す るこ とを決心 しま した。 この グ リモ アル ドは前

述 した よ うに,シ ャル ルマ ーニ ュの 人質 と して故 国 を離 れて い ま したが,金

25000枚 の支払 いでサ レル ノに帰還 し,人 々の歓 呼 を受 けて い ま した。実際 に

は,シ ャルルマー ニュは グ リモ アル ドに とって二番 目の父 親の ような存在 であ
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り,た くさんの遺贈 品 とともに帰 国 を許 され,若 い王 につ いてい ま した19)。ア

デルペ ル ガの家族愛が ここに感 じ取 られ ますが,当 時 の周 囲の大国 と渡 り合 う

決心 の中 に,亡 き夫 ア レー キの思 いが込め られ てい ま した。 ただ 当時 の南 イ タ

リア とい う地域 は,す で に地 中海世界 の主流か らははずれてい た ことも忘 れて

はいけ ない ところだ と思い ます。 だか らこそ,彼 女 の対応 には多少 とも我 を通

す こ とので きる状 況 にあ った とい えます。 アデルペ ル ガの意志の 強い,勇 気 あ

る性格 は,彼 女 の生 まれの高貴 さや知性溢 れ る教養 と結 びつ いて,こ の国家 を

巧 み に統治す る才覚 として認 め られ る ところです。 ただ,彼 女 の取 り巻 きの忠

誠心 が彼女 の統 治 を支 えた こ とも事実です。彼女 の唯一 の政策 は,息 子 グ リモ

アル ドの人 質か らの解放 で したが,そ の息子 にはデ ィア コノの哲 学が少 なか ら

ず影響 を与 えてい ま した。 グ リモ アル ドにア レー キ とアデルペ ルガの遺す道が

示 されていたのか もしれ ませ ん。

3.グ リモアル ドの帰 還

確 か に,グ リモアル ドの アク ィス グラーナ逗留 は,一 部 には隠遁生活 の苦 さ

はあ りま したが,さ ほ ど悲惨 な もので はあ りませ んで した。 このア クィス グラ

ーナ は,モ ーサ 川 とライ ン川 との問の丘陵 に位置 し,そ の周 囲は よ く灌概 され

た肥沃 な田園地帯 に覆 われ,狩 猟 の獲 物が多 く,冬 季 に も元気 回復 を与 える暖

か い 自然水源 泉が あ ったので,シ ャルルマ ーニ ュが切 望 してい た拠 点で した。

いずれ に して も,そ の地 は古代 ローマの軍事拠 点であ り,温 泉 と館が設置 され,

か な り遠 い昔 か ら諸王 に よって使用 されてい ま した。 シャルルマー ニュ もよ く

そ こに逗 留 し,自 らの好 んだス ポー ツ,す なわ ち水泳 を してい ま した。だか ら,

シ ャルルマー ニュはそ こに,ビ ザ ンツや ローマ の建築物 と比べ て も遜色 のない

宮殿建 設 を始 める ことを もうす でに考 えて いた ようで した。

グ リモ アル ドは,自 らの感性 や知性 の 中で,こ の王 に感服 し,彼 の教養 の深

さの真価 が理解 で きるの に さほ ど時 間がか か りませ んで した。 王 もまた,こ の

青 年 の同伴 を歓 迎 してい ま した。 グ リモ アル ドは気後 れせず の びの び とした,

さ まざ まな話 し振 りか ら個 人的 な怨恨 を よ く抑 制 す る こ とが で きる人物 で し
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20)
。 シャル ルマ ーニ ュは彼 の勇敢 さ と大胆 さを見染 めて,し ば しば彼 を水た

泳 に招待 し,い っ しょに競泳す るこ ともあ りました。 グ リモ アル ドはその試合

の中でハ ンデ ィを与 えてい ました。 こん な状況 の中で,ア レーキの未亡人 アデ

ルペ ルガの懇 願の書 簡 を持参 したべ ネヴェ ン トの要人の使節 団 を受 け入 れた と

き,彼 はその友人 の ような青年 を解放す る ことに同意 しました。

『サ レル ノ年代記』 は,随 所 で この二 人の間で展 開 された対 話の全 て を言 及

してい ます。例 えば,父 親の死 の報告 に関 して,グ リモアル ドは,主 人 シャル

ルマーニ ュに関 して,尊 敬 と敬意 を込 めた言葉 で反抗 してい ま した。恐 ら くそ

の前 にパ オロ ・デ ィアコノの伝言 を受 け取 っていたのか,あ るいは青年 の顔 の

中 に叔 母の デジデ ラー タの在 りし日の表現 を彼 に認 めていたのか,今 後 の政治

的動 向 を計算 していたのか,い ず れ に しろ出発 に同意 してい ました。実際 の と

ころ,彼 はべ ネヴェ ン トが ビザ ンッ と危険 な同盟 を締結す る ことを避 けたかっ

21)

た し,彼 の側 か らこの青年 を通 してfoedus(友 好 条約) を結 びたか った とい

う意 図が見 て取 れ ます。事実,グ リモ アル ドが彼 に忠誠 を誓願 す るこ と,統 治

権 の行方 そ してベ ネ ヴェン ト公国 の貨幣 や公文書 に シャルルマー ニュの名 を記

す ことを切 望 してい ま した。そ の うえに,グ リモ アル ドは フラ ンク王 国の流 行

に従 って髭や髪 を切 らなけれ ばな らず,そ れ を全 ての臣民 に義務 づ けなければ

な りませ んで した。 そ して極 めつ けはサ レルノ,コ ンッ ァや アチ ェ レンツ ァの

防壁 を根 底 か ら切 断 しなければな りませ んで した。 否応 な しに,フ ラ ンク王 国

の中 に組み込 まれ,そ の中で埋 没 してい くような運命 を目の前 に してい ま した。

788年5月 に,グ リモアル ドは,シ ャル ルマ ーニ ュか ら馬,使 用 人 そ して た く

さんの贈品 を受 け取 ったのち,第 二の父親 であった彼の もとか ら暇乞い を しま

した。上述 した約 束事 を一新 しなが らの ことで した。南 イ タリアへの帰還 の旅

は,ベ ネヴェ ン トやサ レルノへ の到着 で,臣 民か ら歓喜 の歓 迎 を受 け ま した22)。

サ レルノでは,聖 マ リア ・ジェニ トリーチ ェの聖堂で,グ リモア ル ドは父親 や

兄弟 の墳 墓 の前で,観 衆 を打 ちの めす ほ どの崇拝 を もって,膝 をつ きま した。

アデルペル ガはその姿 を見て,荘 然 と しま した。 その直後 に,感 動 と幸福 感が

目元 に蘇 って きました。 あ たか も夫 ア レーキが降 臨 したかの よ うに思 われ ま し
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た。 ア レーキの もっていた戦略,祈 祷 な どが蘇 って きま した。

グ リモ アル ドは即座 に,長 老会 を召集 し,彼 らに人質解放 に当た っての厳 し

い条件 を白 日の もとに晒 しま した。 それ こそが フラ ンク王 国 とべ ネヴェ ン ト公

国 との問の平和 継続 を示 さなければな らない条件で した。そ して髭や髪 を切 る

こ とは,ロ ンゴバ ル ドの人 々に とって,男 らしさの象徴 で もあ り,重 度の心 身

障害 に も比 す る もので した。 その風 貌 は単 に,臣 民 だけで な く,召 使 や捕虜 に

まで徹 底 されてい ま した。 だか らこそ,シ ャルルマーニ ュは,フ ランク族 的 な

風 貌 を模 倣 させ るこ とで,南 イ タ リアに 自らの威厳 を行 き渡 らせ よ としてい た

のか もしれ ませ ん。渋 々 とその要求 を受 け入 れた背 景 には,髭 や髪 はす ぐに伸

びて くる とい う確信 に も似 た ものが あつたか らで し ょう。 この ような身体 的特

徴 を排 除す るこ とで,精 神 的 に上位 に立 とう とす る策略 の ような ものが蚕 いて

いたので しょう。

しか し,他 の命令 は,要 塞 の破壊 で した。 これは非常 な議論 が沸 き起 こ り,

サ レル ノを捨 てて,ヴ ェ トリの地域 に別の 町を建設す る とい う決定 をしない限

り,そ の調停 に大 きな努力 を要 しま した。 いすせ れ に して も,グ リモ アル ドは

長老 会 に さほ どの信 頼 を寄せ られず に出て行 か なけれ ばな りませ んで した。 そ

ん な彼 の中に は,血 筋が もつ 自信,父 親 の記憶,生 涯 を賭 して小 ロ ンゴバ ル ド

を守 り抜 くための 人生 を犠牲 にす る ことが燃 え さか って きま した。その後,す

ぐに母 アデルペ ルガ との個 人的 な話 し合 い に臨 んで,そ こでは彼女 の 的を得 た

助言 を受 け,か な り洗練 された抜 け 目の なさに基づ き,両 義 的 な計画 を実行 す

る決断力 と決定力 を確 かめ る機会 にな りました。母 親はその他 の ことで助 言 し

たの は,シ ャルルマー ニュへ の古 くか らの憎悪 を育 むこ とで した。 そ してそ れ

には全 く限界 があ りませ んで した。受諾 した命令 に従順で ある ことを誓 い,そ

れ を実行 に移 す必要が あ りま した。 グ リモア ル ドは,所 領 の中 にあ る偽 りの破

壊 を行 な うため に,土 地所有 者 たちの分遣 隊 とともに出発 しま した。 コンツ ァ

で は,町 その ものが 自然の防塁 にな っていたの で,防 壁 を取 り壊 しま した。次

に,ア チ ェ レンツ ァでは防壁 を取 り壊 し,近 くの山上 に新 た な同名の町 を建設

しま した。 その町は以前の町 よ りも美 しい もので した。 その作 業 の最後 までプ
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ッ リ アに残 り,カ ラブ リアの 領 土 を訪 れ ま した。 そ の 地 で も手 厚 い もて な し と

た くさん の 贈 物 を受 け取 りま した。サ レル ノ に戻 り,リ リー ノ(現 在 の イ ル ノ)

の 丘 陵 の 上 の 方 か ら塔 が 多 か ったサ レル ノ に軽 く接 して い た海 を眺 望 して い ま

した 。 近 づ くにつ れ て,父 ア レー キ が 築 い て い た 防壁 が だ ん だ ん と は っ き り し

て き ま した。 そ の と き,内 面 か らの声 が して,そ れ はそ の 美 しい 町 を破 壊 しな

い よ うに命 じる もの で した。 また,ヴ ェ トリに は近 づ くこ とが で きず,通 過 す

る こ とす ら ま ま な らな か っ た の か も しれ ませ ん 。 この よ うに,フ ァウス テ ィー

ノの 東 側 防壁 を壊 さざ る を え ませ んで した 。 この 地 域 で は,小 さ な防 壁 の ほ か

に投 石 器 が 唯 一 の 防御 と して残 さ れて い ま した 。 そ の 後,さ らな る防 壁 が必 要

だ と思 わ れ て い た サ レル ノの 西 側 の 防御 の た め に,海 か らの 攻 撃 に晒 され て い

た地 勢 の ゆ え に,以 前 か ら存 在 して い た 防壁 の 前 に外 側 防壁 を建 設 す る だ け で

した 。 この よ うな新 た な地 域 は,都 市 建 設 の 第 二 期 に人 口 が増 加 して い った と

ころ です23)。

と もか く,グ リモ ア ル ドの 治 世 初 期 は,そ の 背 後 に 自国 の 防 御 を巧 み に隠 し

て い た と して も,シ ャ ル ル マ ー ニ ュへ の 恭 しい敬 意 に特 徴 づ け られ ます 。 しか

しなが ら,そ の背 後 にあ っ た企 み は叔 父 ア デ ル キ が788年 に カ ラブ リア に上 陸

した こ とに始 まる と考 え られ ます 。叔 父 に は,い ず れ に して も,大 ロ ンゴバ ル

ドLongobardiamaior回 復 の最 後 の 絶 望 的 な試 み を実 行 した か っ た とい う こ と

で し ょ う。 こん な情 況 に あ って も,グ リモ ア ル ドは シ ャル ル マ ー ニ ュ と交 わ し

たfoedusに 忠 実 で した。 だ か ら,彼 は フ ラ ンク王 国 と と もに ス ポ レー ト公 国 を

加 え て,ア デ ル キ と ビザ ン ツの 勢 力 に対 峙 しま した 。 た だ,こ う した戦 争 モ ー

ドの部 分 に 関 して は,い か な る史 料 の 中 に も ア デ ルペ ル ガ の 立場 が ど うで あ っ

たの か,と い う記 述 は 一・切 出 て き ませ ん。 ア デ ルペ ル ガが 平 和,静 穏 の 象 徴 と

して善 政 を施 した 部 分 で の み 叙 述 され て い る とこ ろ に,彼 女 の真 骨 頂 が 見 え て

き ます 。前 述 した 『サ レル ノ年 代 記 』 に も全 くそ の叙 述 は見 られ ませ ん 。

むすび にかえて

この よ うな出来事 が生 じたのち,グ リモ アル ドは父 ア レー キの 自主独 立の精
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神 そ の もの を体 現 しなが ら,統 治 し始 めてい きま した。 アデルペル ガの実際 の

統 治 とい う点で は,短 時 日の感 は否 め ませ んが,そ の影響力 は少 なか らず大 き

い ものが あ った とい う事 実 は見 て取 れ ます。 南 イ タ リアでの彼 女 の影響力 は,

大 きい もの だった とい うこ とを理解 で きるはずです。 夫 ア レー キそ して息子 グ

リモ アル ドを通 して,彼 女の精神性 が昇華 していった ともい えるのでは ないで

しょうか。す なわ ち,家 族の 中で も彼 女 の立場 は こ とさ ら大 きい ものがあ った

こと も否 め ませ ん。 この ように見 て くる と,ア デルペル ガの存在 その ものが南

イタ リアの地 中海世 界 にお け る自立的 な立場 を醸 し出す きっか け になったのか

もしれ ませ ん。 ロ ンゴバ ル ド族の真 の末商 と しての 自覚が そ うさせ たので しょ

うか,あ るいは南 イ タリア とい う土地柄 が彼女 の精神 性 と相侯 って,こ の よ う

な立場 を貫 かせ る こ とになったの で しょうか。 当時 の地 中海世界 の歴史 の中で

も,か な り特異 な存在 であ った ことは周 知の通 りです。

いずれ に しろ,こ の時期 にアデルペ ルガは,息 子 グリモ アル ドのそばで,政

治的 な 「組織 作 りの裏方」と してのみ存在 していた わけではあ りませんで した。

夫 ア レー キ とと もに以前 にす で に開始 してい た建 設作 業 を継続 して い ま した。

聖 ク リサ ンテ と聖 ダ リア とい う二 つの古 いバ ジリウス修 道 院の修復 と拡 大のあ

と,聖 ベ ネデ ッ ト僧 院 の建設 を続 けま した24)。

アデルペ ル ガの事 業 に とって,僧 院はそ の規 模 におい て大胆 な もので した。

つ ま り,大 きな宿泊施 設,ク ロー ク,作 業場 そ して薬草作業場 や医務室,図 書

館 を備 えてい ました25)。そ してそのほか に も,聖 ジ ョル ジ ョの僧 院が アデルペ

ル ガによって修復 されてい ま した。 その僧 院は同名 の古 い教 会構造物 の上 に建

設 され,王 宮 の基本 的 な構 造物 に隣接 してい ました。 ここで,ア デルペル ガは

遠 くブ レッシ ャか ら僧 院長 であ る姉 の許 しを得 て,聖 サ ルヴ ァ トー レの僧侶 の

一団 を受 け入 れてい た節が あ ります。 また,聖 ジ ョル ジ ョ僧院 の庭 園で は,薬

草 が生 き生 き と栽培 され ていた こ とが知 られてい ます。 こ うした僧 院の中か ら

最初 の医学学校 の基礎 が構 成 されていた こ とは,そ の当時の情 況 を鑑み れば一

目瞭然 です。そ してその発展 はアデルベル ガが推進 した事業 による ところが大

きい とい えます26)。
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さ て,801年 か ら802年 に か け て,フ ラ ン ク 王 国 は キ エ ー テ ィChietiを 滅 ぼ し,

オ ル トー ナOrtonaや ル チ ェ ー ラLuceraに ま で 達 し て き ま し た 。 し か し,グ リ

27)
モ ァ ル ドが そ れ を食 い 止 め ま した 。 エ ル ケ ンペ ル トErchemperto は,ノ チ

ェ ー ラ に フ ラ ン ク王 国 の 攻 囲 を 言 及 して い ます が,そ の ノチ ェー ラNoceraは

恐 ら く806年 頃 に グ リモ ア ル ドに よっ て す ぐに解 放 さ れ ま した。 フ ラ ン ク王 国

は幾 度 とな く,ベ ネ ヴ ェ ン ト公 国 を攻 撃 しま したが,退 却 を余 儀 な くされ て い

ま した。 あ る と きは,ペ ス トの流 行 に よっ て い ま した。 シ ャル ル マ ー ニ ュ の 息

子 ピ ピ ン とグ リモ ア ル ドは 局 地 戦 を継 続 して い ま した。 前 者 が 大 部 隊 と と もに

攻 撃 を しか け る と,後 者 が 別 の 防御 壁 を築 い て抵 抗 を増 す とい う具 合 で した28)。

こ う した 膠 着 状 態 は,808年 に グ リ モ ア ル ドが42歳 の 若 さで 他 界 す る まで 続

き ま した 。 そ の墓 碑 銘 に は,「 イ タ リキ,ロ ー マ,イ リ ュ リア,ヘ ブ ラ イ,ア

フ リ カ,そ して ギ リ シ アの 人 々」 が 彼 の 死 を悲 しん だ と刻 まれ て い ます 。 そ し

て 大 聖 堂 の 中 の ア レー キ とロ ム ア ル ドの棺 の そ ば に葬 られ ま した29)。

アデ ルペ ル ガ の 業績 そ の もの に 関 して は,さ ま ざ ま な憶 測 が 加 味 され て き ま

す が,そ の憶 測 を覆 す ほ どの 史料 は存 在 して い ませ ん し,そ れ ほ ど混 沌 と した

時代 が 背 景 をな して い ます 。 そ れ に もま して,ア デ ルペ ル ガ を待 望 す る考 え が

根 強 く,こ の 地域 に残 っ て い る こ とが さ ま ざ ま な憶 測 を呼 び 込 ん で くる大 きな

原 因 に な っ て い るの は確 か で す 。 しか し,そ の憶 測 の 向 こ う には,ア デ ルペ ル

ガが 善 政 を な して,君 臨 して い た こ とを彷 彿 とさせ て い る こ と も事 実 で は な い

か と思 い ます 。彼 女 の存 在 感 は確 か に大 きな もの が あ ります 。 だ か ら こそ,そ

の 当 時 が心 地 よ く振 り返 られ るの だ と感 じます 。

最 後 に,ア デ ルペ ル ガの 名 を冠 した通 りが サ レル ノ に現 存 して い ます 。 そ の

こ とに 関 して,サ レル ノの 高 校 生 が 学 ぶ教 科 書 の 中 に記 事 が あ ります 。 そ れ を

30)

意 訳 して,結 び に か えて お きた い と思 い ます 。 「そ れ はViadelleBotteghelle

か らLargoS.PietroaCortelこ 至 るRioneBarbutiに あ る小 路 の名 前[テ キ ス ト

で はAdelbergaに な っ て い る]に な っ て い ます 。 歴 史 上 の 人 物 の 名 前 が 通 りの

名前 につ け られ る こ とが よ くあ ります 。 しか し,こ の ア デ ルベ ル ガの場 合 捨 て

去 られ,無 名 に近 い 小 路 に 名づ け られ て い ます 。 サ レ ル ノの 最 初 の女 王,デ ジ
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デ ー リオ王 の娘,サ レル ノ の 最 初 の 王 ア レー キ2世 の 妻 ア デ ルペ ル ガ に奉 じ ら

れ る に して は悲 哀 を籠 め て い ます 。 彼 女 は 善徳 を施 し,公 国行 政 に も個 人 的 業

績 を遺 した女 性 で した。 夫 ア レー キ2世 の没 後,シ ャル ル マ ー ニ ュ に忠 誠 を示

す 使 節 を派 遣 し ま した 。 そ れ と同 時 に,息 子 グ リモ ア ル ドを,父 王 の 玉 座 を後

継 させ るた め に,人 質 か ら解 放 す る よ う に求 め ま した。 シ ャ ル ルマ ー ニ ュ は そ

の さい,サ レル ノ に対 して都 市 存 続 の 条件 を提 示 す べ く,信 頼 で きる 人物 を派

遣 しま した。 ア デ ル ペ ル ガ は厚 遇 して そ の人 々 を宮 廷 に招 じ入 れ ま した が,ま

さに そ の と きサ レル ノの 港 に ビザ ンッ帝 国 の使 節 団 が や っ て き ま した 。 ま さ に

王 との 対 話 を求 め て きた よ うで した 。 女 王 は そ の使 節 団 に なか な か 上 陸 を許 可

しませ ん で した 。 そ れ ど こ ろか,自 分 が外 出 して い るふ りを し,ア グ ロ ポ リの

方 へ 向か わせ ま した。 そ れ か ら陸 路 サ レル ノへ と導 きま した。 実 際 に は シ ャル

ルマ ー ニ ュの使 節 が も う出発 して し まっ た あ とに彼 らは入 っ て きま した。 ア デ

ルペ ル ガ は独 自の文 化 を保 っ て い ませ んで したが,芸 術 や教 養 を よ く好 ん で い

ま した 。 だ か ら,彼 女 は 自 らの宮 廷 に 当時 の著 名 な 人物 や教 養 豊 か な 人物 を招

き ま した 。 そ して 芸 術 作 品 を創 造 す る こ と に腐 心 して い ま した。 そ の 中 に は,

王宮,宮 廷 の教 会"inhonorembeatorumPetrietPauli",恐 ら くは聖 ベ ネ デ

ッ トや 聖 ジ ョル ジ ョの僧 院 あ るい は修 道 院 が あ りま した 。 また,医 学 学校 は女

王 の 色 心 の支 えで もあ りま した 。 だか ら こそ,パ オ ロ ・デ ィア コ ノが ア レー キ

2世 に捧 げ た 頒 歌 の一 部 は ア デ ルペ ル ガ に も当 て嵌 まる もの で した 。す なわ ち,

"N
ostraeaetatissoluspaeneprincipumsapientaepalmamtenet."で す 。」 こ

こ に,ア デ ル ペ ル ガ の 人 生 の 凝 縮 が あ る よ うに思 わ れ て仕 方 が あ りませ ん。
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